
　
私 も 、 タ イ ミ ン グ を 見 て

各 企 業 の 社 長 さ ん に お 会 いし 、 茨 城 県 の す ば ら し さ を説 明 し 「 県 、 開 発 公 社 で 、い ろ い ろ 応 援 さ せ て も ら いま す か ら 、 ぜ ひ 当 団 地 に おい で い た だ き た い 」 と お 願い し て 回 り ま し た 。 こ う して 少 し ず つ 分 譲 が 進 む よ うに な っ た の で す 。　
次 に 、 新 し い 工 業 団 地 造

成 に つ い て で す 。　
開 発 公 社 は 、 経 営 改 革 に

取 り 組 ん で い る 最 中 で す から 、 大 き な リ ス ク を 負 う こと は で き ま せ ん 。 そ の よ うな 中 で 考 え つ い た の が 「 茨城 県 開 発 公 社 産 業 用 地 買 取制 度 」 の 創 設 で す 。　
開 発 公 社 が す で に 分 譲 し

た 土 地 で 、 企 業 が い ろ い ろな 事 情 で 不 要 に な っ た 土 地が あ れ ば 、  そ れ を 買 い 取 り 、

も 今 ま で 以 上に 活 発 に 実 施し て も ら い まし た 。 県 の 企業 誘 致 グ ル ープ 、 各 銀 行 、大 手 建 設 会 社の 力 も お 借 りし て 、 頑 張 って も ら っ た の

で す 。　
時 が 経 つ に つ れ 、 各 企 業

か ら 少 し ず つ 興 味 を 持 っ ても ら え る よ う に な り 、 現 地案 内 の 要 請 も 多 く な っ て きた の で す 。 そ の 都 度 案 内 して 、 団 地 の 優 位 性 を 細 か く丁 寧 に Ｐ Ｒ し て も ら い ま した 。

リ ニ ュ ー ア ル し て 再 分 譲 する の で す 。  こ れ は 大 好 評 で 、か な り の 実 績 を あ げ 、 今 でも 続 い て い る 制 度 で す 。 開発 公 社 は 、 売 主 か ら も 買 主か ら も 信 用 さ れ て い る の です 。　
こ こ で 、 事 業 を 始 め て も

土 地 が 買 収 で き な い リ ス クや 、 造 成 し て も い つ ま で も分 譲 で き な い リ ス ク を 避 けな が ら 進 め た 、 つ く ば 明 野北 部 工 業 団 地 造 成 の お 話 をし ま す 。　
筑 西 市 か ら 話 が あ っ た

時 、 ま ず は 開 発 エ リ ア 約
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h aの 地 権 者 の 意 向

調 査 か ら 始 め て も ら い ま した 。 市 の 頑 張 り に よ り 、 全員 の 同 意 書 が い た だ け た後 、 今 度 は 立 地 企 業 さ が しで す 。 少 な く と も 、 半 分 程度 の 土 地 分 譲 の 見 込 み が 立

　
私 は 県 庁 在 職 中 か ら 、 開

発 公 社 （ 土 地 開 発 公 社 も 含む ） の 事 業 と 何 度 か 関 わ らせ て い た だ く 機 会 が あ り まし た 。 そ の 話 か ら さ せ て いた だ け れ ば と 思 い ま す 。　
最 初 は 、 県 企 画 部 の 企 業

誘 致 担 当 の 時 の 話 で す 。 当時 、 開 発 公 社 は 多 く の 工 業団 地 を 抱 え て い ま し た 。 昭和

6 2年 に 赴 任 し た 頃 は 、 急

激 な 円 高 の 影 響 か 、 工 業 団地 へ の 企 業 の 引 き 合 い は 少な い 状 況 で し た 。　
と こ ろ が そ の 後 、 一 転 し

て 上 場 企 業 な ど か ら 大 口 の引 き 合 い が 相 次 ぐ よ う に なり 、 開 発 公 社 の 皆 さ ん と 誘致 企 業 の 現 地 調 査 な ど で 県内 外 を 飛 び 回 る よ う に な りま し た 。 東 京 と 大 阪 に 置 かれ て い た 前 線 基 地 も フ ル 回転 と な り 、 東 京 ・ 大 阪 で 大規 模 な 誘 致 イ ベ ン ト を 開 催

す る な ど 、 活 発 な 誘 致 活 動を 展 開 し た 結 果 、 本 県 の 工場 立 地 面 積 は 全 国 で １ 、 ２位 を 記 録 す る よ う に な り まし た 。　
在 籍 ３ 年 目 に 入 っ て も 旺

盛 な 企 業 の 引 き 合 い は 続き 、 企 業 の 要 望 に 対 応 で きる 用 地 が 不 足 す る 状 況 とな っ て い き ま し た 。  ま さ に 、日 本 の バ ブ ル 景 気 を 体 感 して い た と い え ま す 。　
次 に 平 成 ２ 年 、 企 業 誘 致

担 当 か ら 財 政 課 へ 異 動 にな り 、 鵜 の 岬 の 大 規 模 リニ ュ ー ア ル に 関 わ る こ と とな り ま す 。 鵜 の 岬 は 開 発 公社 が 運 営 し 、 全 国 １ 位 の 利用 率 を 誇 る 人 気 の 国 民 宿 舎と な っ て い ま し た が 、 建 物の 老 朽 化 と 旺 盛 な 宿 泊 需 要に 応 え る に は 手 狭 す ぎ る こと が 課 題 と な っ て い ま した 。　
そ こ で 、 ５ 階 建 て の 中 層

建 物 で 建 て 替 え た い と の 要求 が 、 担 当 の 観 光 物 産 課 から 出 さ れ ま し た 。 そ の 要 求

　
公 益 財 団 法 人 茨 城 県 開 発

公 社 は 、 昭 和

3 5年 に 財 団 法

人 と し て 設 立 さ れ 、 プ ロパ ー 事 業 と し て 約 ２ ４ ００

 

h aの 工 業 団 地 を 造 成 し 、

３ ５ ０ 社 を 越 え る 企 業 誘 致の 実 績 を 持 っ て お り ま す 。昭 和

4 0年 に は 、 筑 波 ス カ イ

ラ イ ン を 供 用 開 始 さ せ （ 後に 道 路 公 社 に 移 管 ）  、 昭 和
4 6年 に は 、 国 民 宿 舎 「 鵜 の

　
ま ず 、 約 １ ０ ０

 

h aの 未

分 譲 地 を で き る だ け 早 く 分譲 す る こ と か ら 始 め ま した 。 さ っ そ く 団 地 ご と の ＰＲ ポ イ ン ト を 徹 底 的 に 分 析し 直 し 、 固 定 資 産 税 の 減 免や 、 工 業 用 水 の 期 間 限 定 の値 引 き な ど を 、 市 町 村 の 協力 を 得 て 追 加 し 、 企 業 訪 問

こ の 間 の 経 済 成 長 の 鈍 化 、地 価 下 落 な ど 、 社 会 経 済 情勢 が 大 き く 変 化 す る な か 、分 譲 低 迷 な ど に よ る 影 響 を受 け 、 大 ピ ン チ に 陥 っ て しま い ま し た 。 県 か ら 諸 々 の支 援 を 受 け 、 経 営 改 革 に 取り 組 ん で い た の で す 。　
こ の よ う な 中 で 、 私 は 平

成

2 4年 ７ 月 、 こ の 開 発 公 社

の 理 事 長 に な り ま し た 。 私は 、 内 部 打 ち 合 わ せ は 幹 部だ け で は な く 、 若 手 の 職 員に も 加 わ っ て も ら っ て 、 考え 方 を 共 有 す る こ と か ら 始め ま し た 。 こ の 難 局 を 乗 り越 え る に は 、 職 員 全 員 で 頑張 る し か な い と 考 え た の です 。 落 ち 込 ん で い る 暇 は あり ま せ ん 。

営 改 革 プ ラ ン 」 に よ り 、 県の 支 援 を 受 け つ つ 、 抜 本 的な 経 営 改 革 に 取 り 組 ん だ 結果 、 私 が 赴 任 し た 時 点 で は借 入 金 の 返 済 や 保 有 土 地 の処 分 な ど が 進 み 、 新 た な 事業 展 開 も 図 ら れ つ つ あ り まし た 。　
経 営 改 革 期 間 中 の 転 機 と

な っ た の は 、 平 成

2 6年 の 経

営 改 革 プ ラ ン 改 訂 と 県 議 会特 別 委 員 会 調 査 報 告 に お ける 方 針 転 換 で 、 経 営 改 革 の進 捗 が 評 価 さ れ 、 事 業 の 継続 が 認 め ら れ た こ と で す 。こ れ に よ り 、 役 員 を 除 き 職員 の 給 与 カ ッ ト は 終 了 す るこ と が で き ま し た 。　
な お 、 土 地 開 発 事 業 に 係

る 借 入 金 （ 平 成

2 3年 度 末 約

７ ３ ０ 億 円 （ 県 事 業 分 約 ５５ ０ 億 円 、 公 社 事 業 分 約 １８ ０ 億 円 ）  ） の 返 済 に つ いて は 、 平 成

3 1年 ３ 月 末 の 返

済 期 限 を ２ 年 近 く 前 倒 しし 、 平 成

2 9年 ７ 月 に 完 済 と

な り ま し た 。 ま た 、 保 有 土地 （ 平 成

2 3年 度 末 約 １ ０ ０

 

h a） の 処 分 も 、 関 係 さ れ
た 皆 さ ん の 頑 張 り に よ り 、同 じ く 平 成

2 9年 ７ 月 の 時 点

で 、 リ ー ス 中 の 土 地 約 ５

 

h aを 除 き 、 処 分 が 完 了 し
ま し た 。　

保 有 土 地 の 処 分 等 を 進 め
る 一 方 、 新 規 の 工 業 団 地 開発 に も 着 手 し 、 開 発 公 社 主導 で フ ァ ナ ッ ク ㈱ の 筑 西 市田 宿 地 区 （ 約
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h a） へ の

誘 致 が 実 現 し ま し た 。 資 金調 達 や 農 地 転 用 な ど を 県 企業 局 に お 願 い し た こ と から 、 平 成

2 8年 ６ 月 に 県 企 業

局 が フ ァ ナ ッ ク と の 間 で 契約 を 締 結 し ま し た が 、 開 発の 実 務 は 、 用 地 買 収 か ら 造成 ま で 開 発 公 社 が 担 う こ とと な り ま し た 。　
田 宿 地 区 に 続 い て 、 隣 接

地 約

2 3 

h a（ 猫 島 ） へ の 拡

張 も 検 討 さ れ 、 そ の 過 程 で新 た な 開 発 手 法 で あ る 地 域未 来 投 資 促 進 法 に よ り 、 開発 公 社 が 事 業 主 体 と な って 、 農 地 転 用 を 伴 う 地 域 開発 を 行 う こ と が 可 能 と な りま し た 。 続 い て 約 ７

 

h a（ 田

宿 拡 張 ） の 開 発 に も 同 法 を適 用 し 、 フ ァ ナ ッ ク の 隣 接地 へ の 拡 張 が 次 々 と 実 現 して い く こ と と な り ま し た 。　
な お 、 猫 島 地 区 の 開 発 事

業 に つ い て は 、 新 た に 収 益事 業 と す る 変 更 認 可 が 得 られ ま し た 。 こ れ に よ り 、 田宿 拡 張 地 区 も 含 め て 、 収 益を 活 用 し た 柔 軟 な 事 業 展 開が 可 能 と な り ま し た 。　
さ ら に 、 八 千 代 町 の 要 請

を 受 け 、 八 千 代 工 業 団 地（ 約 ９

 

h a）  の 開 発 に 着 手 し 、

企 業 の 引 き 合 い の あ る 地 区か ら 事 業 化 を 図 る と い う 段階 的 な 開 発 手 法 を と り ま した 。 稲 敷 市 に お い て も 、 市有 地 の 開 発 要 請 を 受 け 、 企業 立 地 を 前 提 と し た オ ーダ ー メ イ ド 方 式 に よ り 開 発（ 約

2 5 

h a） す る こ と と し ま

し た 。 そ の た め の 開 発 計 画を 検 討 し な が ら 、 最 優 先 で市 と 共 同 で の 企 業 誘 致 活 動を 開 始 し ま し た 。　
こ れ ら 新 規 の 工 業 団 地 開

発 に 当 た っ て は 、 県 に よ る損 失 補 償 （ 金 融 機 関 借 入 への 県 の 信 用 補 完 ） が 打 ち 切ら れ て お り 、 資 金 調 達 の 手段 が 限 ら れ る 中 、 リ ス ク のな い 形 で の 開 発 手 法 が 求 めら れ ま し た 。 こ う し た 条 件下 で 、 フ ァ ナ ッ ク の 誘 致 は渡 邊 理 事 長 の ト ッ プ セ ー ルス を 契 機 と し て 実 現 し た もの で す 。 そ の 後 も 強 い リ ーダ ー シ ッ プ の も と 、 市 町 村や 企 業 の 要 請 に 応 え 、 次 々と 開 発 案 件 を 立 ち 上 げ た こと は 、 開 発 公 社 の 存 在 意 義を 改 め て 示 す も の と な り まし た 。　
県 開 発 公 社 は 、 土 地 開 発

事 業 の ほ か に 、 茨 城 空 港 ビル 、 開 発 公 社 ビ ル の 管 理 運営 、 国 民 宿 舎 「 鵜 の 岬 」  、い こ い の 村 涸 沼 の 運 営 な ど幅 広 い 事 業 を 通 じ て 地 域 振興 、 県 勢 発 展 に 多 大 な 貢 献を し て き た と こ ろ で す 。 これ ら 個 別 の 事 業 に つ い ては 、 こ れ か ら 連 載 さ れ る との こ と で す の で 、 私 の 話 はこ こ ま で と さ せ て い た だ きま す 。

 

（ 島 津 就 子 ）

た な け れ ば 、 先 に は 進 め ませ ん 。　
幸 い 、 隣 接 企 業 の フ ァ

ナ ッ ク ㈱ さ ん か ら 購 入 希 望の 返 事 が い た だ け た の で 、造 成 工 事 に か か る こ と が でき ま し た 。 県 か ら の 支 援 中で あ り 、 か な り 大 規 模 な 造成 で あ る こ と か ら 、 今 回 は企 業 局 が 事 業 主 体 に な り 、開 発 公 社 が 実 務 を 行 う スキ ー ム で 進 め る こ と に な りま し た 。 そ の 後 、 フ ァ ナ ック さ ん か ら 再 拡 張 の 要 請 があ り 、 ２ 期 分

2 3 

h a、 ３ 期

分 ７

 

h aは 、 は れ て 開 発 公

社 が 事 業 主 体 で 実 施 す る こと に な っ た の で す 。　
こ こ で や っ と 、 開 発 公 社

も 上 げ 潮 に 乗 る こ と が でき 、 経 営 危 機 か ら 脱 出 で きる 手 ご た え を 感 じ た の です 。

　
コ ス ト コ の 立 地 に 当 た っ

て は 、 地 元 な ど と の 調 整 が難 し い 課 題 が あ り ま し たが 、 業 務 用 地 の 早 期 処 分 は各 方 面 か ら 強 く 求 め ら れ てい ま し た 。 ま た 、 広 域 か ら集 客 が 見 込 め る 商 業 施 設 の立 地 は 、 地 域 活 性 化 や イメ ー ジ ア ッ プ に 資 す る こ とか ら 、 ぜ ひ 実 現 し た い と 考え 、 土 地 開 発 公 社 の 渡 邊 理事 長 （ 開 発 公 社 理 事 長 兼務 ） の ご 指 導 も い た だ き なが ら 、 な ん と か 誘 致 を 実 現す る こ と が で き ま し た 。　
県 を 退 職 し た 後 は 、 平 成2 8年 度 か ら ３ 年 間 、 開 発 公

社 に 専 務 理 事 と し て 勤 務 する こ と と な り ま す 。 私 が 渡邊 理 事 長 と 仕 事 を さ せ て いた だ く の は コ ス ト コ の 誘 致以 来 で 、 平 成

2 8年 ４ 月 か ら

平 成

3 0年 ６ 月 ま で の 期 間 で

し た 。　
開 発 公 社 は 、 バ ブ ル 崩 壊

後 の 長 期 に わた る 工 業 団 地の 売 れ 行 き 不振 な ど に より 、 借 入 金 や保 有 土 地 が 増大 し 、 一 時 存続 が 危 ぶ ま れる 事 態 に ま で陥 り ま し た 。し か し 、 平 成
2 1年 度 か ら の1 0年 計 画 「 経

結 果 、 ① 建 設 費 は 観 光 物 産課 の 大 規 模 補 助 金 と 地 域 総合 整 備 事 業 債 （ 国 の 手 厚 い財 源 措 置 あ り ） に よ り 財 源を 手 当 て ② 運 営 は 開 発 公 社に 委 託 （ 温 泉 の 無 償 使 用 ）し 、 施 設 の 利 用 料 収 入 と 町に 入 る 入 湯 税 に よ り 維 持 管理 費 用 を 賄 っ て い く 、 と いう 整 備 運 営 ス キ ー ム を 作 成し 、 町 に 提 案 し ま し た 。 この ス キ ー ム に 賛 同 い た だき 、 町 主 体 で 整 備 が 進 む こと と な り ま し た 。　
最 後 は 、 平 成

2 4年 か ら の

つ く ば ・ ひ た ち な か 整 備 局に お い て 、 ひ た ち な か 地 区の 業 務 用 地 （ 土 地 開 発 公 社保 有 ）  の 処 分 に 関 わ り ま す 。米 系 大 手 量 販 店 コ ス ト コ につ い て 、 つ く ば 地 区 へ の 立地 に 続 き 、 ひ た ち な か 地 区の 業 務 用 地 へ の 立 地 に つ いて も 検 討 を 進 め る こ と と なり ま し た 。

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 開 発 公 社 理 事 長  ・  土 地 開 発 公 社 理 事 長 編 ①

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

佐 久 間

　
正 敏 （ さ く ま

　
ま さ と し ）

　
１ ９ ５ ５ 年

1 2月 ３ 日 生 ま れ 、

6 8歳 。

7 9年 に 入

庁 、 医 務 課 に 配 属 と な っ た 。 保 健 福 祉 部 企 画 監 、情 報 政 策 課 長 、 企 画 課 長 、 つ く ば ・ ひ た ち な か整 備 局 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ６ 年 ３ 月 に 理 事 兼科 学 技 術 振 興 監 で 定 年 を 迎 え た 。 そ の 後 は 開 発公 社 専 務 理 事 兼 茨 城 県 土 地 開 発 公 社 専 務 理 事 を務 め た 。

プ ロ パ ー で 約

2 4 0 0 

h a造 成

は 認 め ら れ ま し た が 、  翌 年 、県 北 の ラ ン ド マ ー ク と な る高 層 建 築 に グ レ ー ド ア ッ プし た い と の 大 幅 な 増 額 要 求が 出 さ れ ま し た 。 グ レ ー ドア ッ プ 分 ま で 県 負 担 と す るこ と は 難 し い と 思 わ れ ま した が 、 幸 い 運 営 主 体 の 開 発公 社 が 建 設 費 の 一 部 を 負 担す る こ と で 、 関 係 部 局 並 びに 開 発 公 社 の 調 整 が で き 、そ の 整 備 ス キ ー ム で 鵜 の 岬が 建 て 替 え ら れ る こ と と なり ま し た 。　
平 成 ７ 年 に は 財 政 課 か ら

観 光 物 産 課 に 異 動 し 、  「 鵜来 来 の 湯

　
十 王 」 の 整 備 に

関 わ り ま し た 。 開 発 公 社 が掘 り 当 て た 湯 量 豊 富 な 温 泉を 活 用 し 、 日 帰 り 温 泉 施 設を 整 備 し よ う と い う 構 想 です 。　
整 備 主 体 が 未 定 の ま ま と

な っ て い ま し た が 、 地 元 十王 町 （ 現 ・ 日 立 市 ） が 整 備主 体 に な る こ と を 前 提 と した 整 備 ス キ ー ム が 構 築 で きな い か 検 討 し ま し た 。 そ の

公 益 財 団 法 人 茨 城 県 開 発 公 社 に つ い て
～ 工 業 団 地 を 造 成 分 譲 し 「 鵜 の 岬 」「 い こ い の 村 涸 沼 」 な ど を 運 営 す る 開 発 公 社 ～

元 県 開 発 公 社 理 事 長 元 県 開 発 公 社 専 務 理 事 兼 土 地 開 発 公 社 専 務 理 事

渡 邊  一 夫  氏 佐 久 間  正 敏  氏×

岬 」 の 管 理 運 営 を 、 県 か ら受 託 し て い ま す 。　
昭 和

5 0年 代 に は 「 い こ い

の 村 涸 沼 」 も 管 理 し 、 砂 沼サ ン ビ ー チ の 営 業 も 開 始 して お り ま す 。 科 学 万 博 会 場予 定 地 の 用 地 取 得 、 工 業 団地 造 成 も 受 託 し 、 つ く ば エク ス プ レ ス 沿 線 の 伊 奈 ・ 谷和 原 地 区 の 開 発 に も 大 き く関 わ っ て お り ま し た 。　
平 成

1 1年 に は 、 県 庁 舎 移

転 に 伴 い 、 新 開 発 公 社 ビ ルを 竣 工 さ せ ま し た 。 本 社 事務 所 を 水 戸 市 笠 原 町 に 移 転さ せ て 、 現 在 に 至 っ て い るの で す 。　
こ う し て 、 長 く 県 を 補 完

す る 重 要 な 役 割 を 担 っ て きて い ま し た 。  し か し な が ら 、

3 5 0社 越 え の 企 業 誘 致 に 成 功

コ ス ト コフ ァ ナ ッ ク

 経 済 発 展 に 大 き く 貢 献

　
新 県 庁 舎 （ 水 戸 市 笠 原 町 ） は 、 広 い 歩 道 と 桜 並 木

で 囲 ま れ て い ま す 。 だ い ぶ 成 長 し た  「 ソ メ イ ヨ シ ノ 」は 、 春 に は 見 事 な 花 を 咲 か せ 、 秋 に は 紅 葉 が 楽 し めま す 。 今 で は 県 内 有 数 の 桜 の 名 所 と な っ て い ま す 。昼 休 み に は ウ ォ ー キ ン グ を す る 人 が 多 く 、 私 も そ の１ 人 で し た 。

 

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

　 一 番 の 特 長 は 、 自 宅 や 外 出 先 か ら 見 た い と き 、 読 み た い と 思 っ た と き に 、

い つ で も ど こ で も 手 軽 に 閲 覧 出 来 る こ と が 最 大 の メ リ ッ ト で す 。 ス マ ー ト

フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト な ど の 携 帯 ツ ー ル で 簡 単 に 読 め る た め 、 取 引 先 や 元 請

け 、 下 請 け 先 、 現 場 の 職 人 配 置 に も 利 用 可 能 な の で 、 即 時 に そ の 場 で 連 絡 ・

調 整 が 図 れ ま す 。 ま た 、 新 規 顧 客 の 拡 大 な ど 営 業 ツ ー ル に 最 適 で す 。 速 報 性

に 優 れ 、 い ち 早 く 確 か な 情 報 を 提 供 し ま す 。

■ 外 出 先 か ら い つ で も 読 め る
■ 新 聞 よ り 早 く 情 報 入 手
■ 顧 客 拡 大 な ど 営 業 ツ ー ル に 最 適
■ 現 場 の 社 員 配 置 も 指 示

電 子 版
＆

W e b 版

電 子 版
＆

W e b 版

知 り た い 情 報 が と に か く 早 い

「 情 報 先 取 り 」 今 日 の 紙 面 を 丸 ご と “ チ ェ ッ ク ”
一 歩 先 行 く“  受 注 戦 略 ”

「 電 子 版 」 も 「 W e b 版 」 も ご 購 読 者 様 は

無 料 サ ー ビ ス で す

▲ つ く ば 明 野北 部 工 業 団 地（ 猿 島 地 区 ）

▲ 町 の 要 請 を受 け 、 八 千 代工 業 団 地 の 開発 に 着 手

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）
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